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美味しそうに平げてしまった.幸 に何の訴えもなかった
ので胸をなでおろした,
第3次 隊は輸送に初めてヘ リコプターによる空輪を採
用した.30t空輸可能なときは9名,50tを越したら14
名の越冬と制限されていたので,予 めきめられた背番号
をもつ越冬予定者の心中は如何ばかりか と同情 して い
た,結 局は52tの空輸が可能だったので,昭 和34年2月
1日目出度く村山越冬隊長以下14名の越冬隊員が永田隊
長より任命された,空 輸作業中越冬予定者は　ttアルコー
抜きで越冬しよう.食事に関しては一切の不満を言わな
いこと"と申し合せをしたが,最 後の便で少量のアルコ
ールが運ばれ1か 月に1回 ウイスキーなら1瓶 ,日本酒
なら4缶の配給があった.幸 に隊員の約半数がアルコー
ルを飲まなかったので,配給 日には呑ん平の部屋が賑わ
い翌日は下戸の部屋に皆が集まり,2～3日 で配給酒は
終まいという状況だった.基地生活では物々交換が行わ
れよく酒 と羊奨が取 り引きされた.ま た,輸 送された酒
類にプラスがあった.ス テンレスの5ガPン 缶入 り"コ
ンク"(3倍 に濃縮)ウ イスキーと日本酒が底の方ecits
位残されて通路から掘 り出された.酒の好きな隊員は楽
しそ うにこれを3倍tCウスメて飲んでいたが,そ のうち
どうもこれを飲むと頭が痛む といいだした.不思議に思
って透明なコップにとりすかして見るとC{キラキラ"し
た結晶がいっぱい浮んでいる,恐 らく極端な寒 さのため
に防腐剤が析出して沈澱し,上澄みのいいと=ろを西堀
隊が呑み,防 腐剤の濃縮された部分を第3次 隊が呑んだ
ためらしい.
越冬生活を豊かにし,また,観測を充実 させるために
は何よりも燃料と食料が必要だ.空 輪された燃料は僅か
に17.8t,第1次隊が残した燃料を探せ と1mも氷の下
に埋った ドラム缶の掘 り出しに熱中した.ま た,西堀隊
が使用した空 ドラム缶に僅かな残油があることを知 り,
これをアルミの大きなタライの上にひっくり返して"ガ
タガタ"揺 り動かして,最後の一滴まで絞 り出して集め
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てみたら,これが ドラム缶5本 位になり我々の越冬中の
暖房に大いに役立った.
食堂に温風暖房機が使用されていたが,皆 が集るとき
だけに使用され他の時間は消火することが多かった.夜
間寝室の枕下で 一10°になることも珍らしくなかった.
ガソリンの不足は調査旅行に大きな障害となった.隊 員
は各々その道の専門家であるので何 としても自分の仕事
に多 くの燃料を取 りたいと考えてゆずらない.油 の分配
が越冬中でもめた唯一の会議であった,隊長を中心に半
日を費して12を 争うケンケンゴウゴウの議論の末,や
っと折合いがっいたときにはほっとした.
調査旅行に出発するとなると雪上車が大変だ.西 堀隊
が氷上輸送に使用しパ ドルにっかり氷に打ちつけた雪上
車2台 を荒金隊員が精魂を傾けて整備 したが,1台 は運
転席だけ被のあるレッカー車,他 の1台 はキャンバスの
被はあるが隙間だらけ,2台 とも暖房が全 くない代物で
ある,ク レパスが怖しいのでレッカー車の上に立ち,見
張 りをするのだが一30°風速10m位になると,鉄 板から
沁みる寒さに顔は勿論爪先から凍ってしまいそうで,雪
上車の上で1日 中踊 りながら見張 りをしなければならな
かった,橿 に積んだガソリンも次第に減 り旅行の最終 目
標は帰 りのガソリンを残して"あ とlk皿もう1k凪"と走
行距離メーターと睨めっこで決定された,オ イルショッ
クの大騒ぎを20年前に油の無いつらさを身をもって体験
させられた.
燃料節約は生活に絶対必要な水にも影響した.飲 料と
調理に使用する水は水汲み池に水のある間は池から,次
にパ ドルから石油缶2個 陶40』の水を背負って毎 日数往
復するのは隊長 とドクターの仕事であった.ま た,リ ク
リエーションを兼ねて氷山から運んだ氷を発電棟のタン
クで融かした上等の水は皆に嬉ばれたが,水 の1日 の使
用量1人 平均102であったことを考えると,現在の水使
用量約702と聞き隔世の感がする.
第1次 隊に初越冬の誇 りがあるとすれば,第3次 隊は
"乏しきを憂えず"と 頑張 り通した南極馬鹿の集 りの隊
だったことを誇 りにしている.
科学することは,先 ず生きることから始まることを第
3次越冬隊は教えてくれた.
(筆者:第3次 越冬隊員,第7次 越冬隊長)
南極観測隊便り
一策18次越冬隊 の近況一
相つ ぐブリザー ドに海氷ルー トを荒され,出 発の延期
を余儀無 くされていた内陸旅行隊は4月16日ようやく昭
和基地を発ち,対岸の　tt見返 り台(F16)"での3日間
にわたる樽編成など隊例を整える作業ののち,寺 井以下
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5名の隊員,大 型雪上車,KD60型2台,小 型雪上車K
C20型1台.KC40型1台及び橋8台 の陣容で無人観測
点Atに向った.4月23日A、点に近づいた旅行隊の森脇,
長谷川の両隊員は観測小舎が崩壊し風下にわたって散乱
しているのを発見した.原 因は風力発電機からのバ7テ
リーへの充電が予想以上に過充となったために発生した
水素ガスによる爆発と思われ,時 期は残されていた観測
記録から2月15日頃と推定された.
このため旅行隊は現場の後始末をした後.人 員交代と
物資補給のためみずほ観測拠点に向い.4月30日から在
住の藤島以下4名 の隊員に迎えられた.昭和基地とも連
絡をとり,善後策を検討した結果,観 測上もっとも重要
なA1点を再建することとなり,その機材はA8点(み ず
ほ観測拠点の奥150km)用にすでに拠点に運び込まれて
いた無人観測機器1式 を流用することとした.
観測機器,保 温回路の調整を入念に行った後,み ずほ
要員として残る外谷に変わ り阿部をともなって,旅 行隊
はブリザードのあけた5月20日拠点を後にした.し かし
ついてない時は重なるもので,出発して間もなくKD60
-7号 車のデフが故障し使用不能となってしまった.拠
点にとってかえした旅行隊は7号 車を9号車ec変えて,
翌21日再度の出発となった.
A、点には25日に到着,30日までに無人観測機器を設
置,動 作をチェックした後徹夜走行で6月1日 見返 り
台着,昭和基地には3日 に帰投した.総 日程49日.苦難
の秋旅行であった.
みずほ観測拠点は藤島.藤井,外 谷,石 田隊員が引き
続き越冬観測を行っているが,拠点残置予定だったKD
60ト9号車を旅行隊が使用したため非常用の足がなくな
った訳で,医 者がお り,安全対策も充分考えられてはい
るが,万 全を期すため昭和基地でもみずほ観測拠点との
通信連絡を強化している.
ロケット観測では4月11日電離層エァロノミーの研究
を目的とするS210JA-26号機を打ち上げた.ま た,
極光中の電磁波の研究を目的としたS210JA-29号機
と波動一粒子の相互作用及び電離層電流系を調査するS
310JA-3号機は6月 中に打ち上げる予定である.
昭和基地は今.日 本とは逆に冬に向いつつある.5月
末から7月半ばまでは太陽のまった くでない夜だけの世
界となる,南極での最大のお祭 りミッドウィンターはそ
の期間でも一番暗い6月21日(冬至)に 行われる.
一算18次夏隊帰国一
昨年11月25日に出発した第18次南極地域観測隊40名の
うち,国分征副隊長以下夏隊10名は,4月20日(水)に
無事東京港晴海埠頭に帰 ってきた.
行動期間中は好天に恵まれ,昭和基地への物質輸送,
新電離棟の建設,新 型雪上車SM-50の組立て等順調に
進み,第18次の越冬は予定どうり成立した.
夏隊としては,航 空機による白癩氷河,や まと山脈の
写真撮影,ま た,野 外調査においてはオメガ岬,ス カル
ブスネス等露岩地域でのの地質調査などが行われ.所 期
の目的をほぼ達成し,全般に各部門 とも所定の成果を収
めることができた.
記者会見中の国分副隊長(左)
一算17次越冬隊紀行一
1.は じめに
第17次隊の第1便 は昭和51年1月3日,昭和基地に飛
んだ.空 輸開始後は天候不良が続き1月下旬から2月上
旬にかけて連続13日の空輸欠航があったが,2月 に入っ
て天候は持ち直し,空輸期間の最長記録を樹立した後,
2月18日最終便が飛去った.此 の間.本 部委員として17
年ぶりに昭和基地を動ずれた永田武極地研究所長 もこの
最終便で帰艦され,い よいよ29名の越冬隊員による基地
運営が開始された.
第17次隊は国際磁気圏観測計画(IMS)の 第1年 目
を担当する隊であ り,越冬開始後もまた.そ の前の夏の
建設期間中も,超高層観測に関する新設,更 新等の作業
が多く,大変忙がしい思いの うちに越冬生活に移行して
いった.特 に第17次隊の超高層観測の目的として従来行
われていた昭和基地における地上観測に加えて,夏 に2
機,越 冬中に5機 のロケットを打ち上げてオーロラ観測
を行い,また,人工衛星テレメトリー受信装置を昭和基地
に設置して,長期にわたリロケットより更に高い超高層
におけるデータを取得し,また,地上観測でも,みずほ
観測拠点で越冬通年観測を行い.こ の人工衛星と地上2
点の同時観測を行った,若 し可能ならばロケット打ち上
げを衛星通過時に合わせて,人 工衛星,ロ ケット,地上
2点の各観測を同時に行い,超 高層立体同時観測を試み
ることが計画され,そ の態勢を早急に確立せねばならな
かった.そ のために3月末までは各研究部門毎にそれぞ
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れ観測装置の設置,調整が急がれ,ま た.5月 からのみ
ずぽ観測拠点での観測ll開始を目指 して秋旅行の準備が急
がれた,
か くして,越 冬生活に入った後は,各隊員の 一致協力
の態勢の中で多方面にわたる観測 ・研究面の忙 しさにも
かかわらず,常 にがっちりしたチームワークを組み任務
にはげみ,予 定された観測項Uを すべて順調に終了し,
事故も無 く 一年を終 「.ナることができた.
・・ 層..4
.・
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2.超 高 層 観 測 部 門
人1二衛 星 テ レ メ トリー受 信装 置 に よ る超 高層 観 測 は,
第17次隊 の 最1窪点綴 温r]項目の 一 つ で あ り,後 述 す る ロ ケ
ッ ト観測,み ず ほ観 測 拠 点 の観 測 と と もに,我 々が 最 も
そ の 観測 成 功 に 努 力 を 傾 注 した項 目であ る.そ の設 置 は
空 輸 開 始 と と もに 開 始 され,2月1ゾ リに は ア ン テ ナ の組
立 て と受 信 機 器 の室 内 設 置が 終 了し,3月 中hlまで 調 幣
を 行 っ た.一 ・方2月26日 よ り電 離 層 観 測 衛 星ISIS-
1;;'・2号の受 信 テ ス トを開 始 し,4月5ilよ リル ー チ
ン観 測態 勢 に 入 っ た.気 象衛 星NOAA-35i'・4Y]'・
5.1]'の受 信 も4]]1日 よ りル ー チ ン観 測 に 入 り,昭 和52
年2月1日,第18次 隊 に 引 き継 ぐまで 順 調 に 観9〔ilを続 け
る こ とが で き た 。第17次隊 で 観 測f延 した 衛 星は 上 記 の
2師,5個 で.ISISかF)1よVLF広 帯 域 「[然電 波 と
電 離 層 トッフサ イ ドサ ウ ン ダ ーの デ ー タを,4,5,6月
は週2～3軌 道,そ の 後 なれ るに 従 って そ の 数 を 増 し,
10月以 後 は 毎 日2軌 道 の ペ ー ス で 観 測 し続:ナた,ま た.
ロ ケ ッ ト打 ちllげ時 にば 特 別 に1日 数 軌 道 の増 軌 道 を 依
頼 し,ほ ぼ 完 全 に受 拮 を 行 うこ とが で きた.こ の よ うに
科学 衛 星 に よ っ て超 高1曽の 直 接 観 測[」デ ー タ を昭 和基 地 に
お い て定 期 的 に 取 得 で き る よ うに な った こ とは.日 本 観
測 隊 と して 始 め て の 試 み で あ り,南 極地 域 の超 高層 研究
に 飛 躍 的 な 進 歩 を もた らす もの と,・ 同張 り切 っ て観 測
には げ ん だ.そ の 観 測 は 計358軌 道 に達 し,デ ー タ は 計
140巻の 磁 気 テ ー プに収 め られ て持 ち帰 り.現 「】三解 析 中
で あ る.
気 象衛 星NOAAに よ る観 測 は,南 極 大 陸 及 び そ の周
辺地 域 の地 表 面か ら 放射 され る赤 外 線 の 放 身・tI,1:分布 の リ
モ ー トセ ン シ ン グ観 測 を 行 うもの で,越 冬 期 川 中 の 大 部
分1日2回 の デ ー タ取 得 が で き た.そ の 結 果 期 間 中 に1日'
490軌道の 受 信 に成 功 し,デ ー タ:よ264巻の 磁 気 テ ー 『ノ
に収 め られ て現 在解 析 中 で あ るが,現 地 に お い て 赤 外 線
放射 吐 を地 表温 度 学こ変 換 し,南 極 大 陸 全域 の 地 表面 分 布
を測 定 す る こ とが で き た.こ れ に よ って 今 後 南 極 地 域 の
気 象研 究,ブ リザ ー ド発 生 機 構 の 研 究 な どに 大 き な進 歩
が 期待 さオtる.
ロケ ッ ト部門 は,夏 期i川中 に 第14次隊 以 後 休[i二し てい
た 施設 を再 開 し,S-210JA-22}1'機,及び 今 回 初め て
南 極 に持 ち込 ん だS-3LOJA-1)」'機 の 打 ち 仁.ドhtf成
功 した.4月 中iuみず ほ 秋 旅行 隊 力二出 発 し.基 地 観 測 も
軌 道 に 乗 るの を ま って,4月20」|よ り準 備 に 入 り6月5
日午 前2時40分(現 地 時間)越 冬 最 初のS-210JA20
1」'uaを打 ち1:げた.こ の打 ち 上 げ はISIS-2号 ・1
号 が 相 次 いで 上空 を 通 過 す る時 間 に 合 わせ て 打 ち 上 げ.
オ ー ロ ラ活 動 も同 時 に ブ レー ク ア ップを 開 始 して 全 天 に
拡 が り,天 候 も辛い に 良 好 で,昭 和 」似也.み ず ほ 両 点 の
地 ヒ観 測 も順 調 に 行 わ れ,南 極 史1:初の超 高.1,;.1、1':体固IFIi「
観 測 に 成 功 す る こ とが で きた.そ の 後,7月26[1年 前3
時.23分にJA21号 機,8」]17日午 前2時54分 にJA24VJ.
機.9月1日 午 前3「時1分 にJA25LJ-ue,9)113日ノ[:r][∫
7時31分にJA23号 機 を 打 ち 上}.斉た.す べ て の ロ ケ ッ ト
の飛 翔 ・観 測 器 の 動 作 は[仁常 で あ った.こ の うち7刀26
H,9月13日 は 人 工 衛 星 との 同時 打 ち 上 げ に 成 功 し,都
合3回 の 超 高 層 、1(体固 「lll観測 を行 つ、セ.
昭 和 基 地 の 地 」二観測 は,オ ー ロラTVと 掃 大 形 フ ォ ト
メー タを 新 たに 設 置 して4月 .ヒ旬か ら観 測 に 入 る と と も
に,第17次 隊 で 設i配したVLF電 波 入射 方 「11]探知装 置 も
6月 に 入 って 調 整 を終 り,観 測 を 開 始 し た,人 気 球 実 験
は12月12目打'ち1二げ,12時 間 デ ー タ が受 信で き た.
オ ・・Ttラ と 人.1二衛 県 テ レ メ ー タ ア ン テ ナ
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IS[S-1 IS[S-2 NOAA-3 NOAA-4 NOAA-5
区分
サ ウ
ンダ VLF
1サウミ
ス1ンダ VLF ミス 朝 夜 朝i夜 朝 夜
1976 1 1
4月 1 [22 2 1 26 30
5月 加 3 22 30
6月 6 8 1 6 7 1 24 四
7月 6 5 2 12 12 2 1 1 24 30
8月 11 13 2 9 10 2 15 31
9月 12 9 2 12 22 4 1 2 28 28
.
10月13 4 2 11 3 2 26 15 16
11月 4 7 25 20 1 8 30
112月5 14 3 21 18 2 10 5 31
1977
い 月.
20 4 22 1 3 5 20
1計 44 77 25 140 97 16 2 3 1751951897.
3.み ずほ観測拠点の観測
前述したように,第17次隊では,み ずほ観測拠点を整
備拡張して4名 の越冬隊員が常駐 して超高層及び雪氷観
測を行 うことを計画していた.そ のための準備は越冬開
始 とともに始められた,ル ート偵察は海氷状況が良かっ
たため3月7日 にとっっき岬,3月11日にS-16まで行
った.みずほの越冬態勢を整え,滞 在隊員を送り込む秋
旅行隊は8名 で4月15日昭和基地を出発し,24日にみず
ほに到着,日 に日に短か くなる日照時間に追われ.-45
℃以下の低温 と15m/secを越す地吹雪の中で観測室,16
KVA発 電機の新設.在 来の施設の整備を行った.特 に
建物内の暖房は,発 電機エンジンの冷却水による温水暖
房方式に改善を行った結果,非 常な好結果を得た,み ず
ほでは6月 上旬までにVLF自 然電波,リ オメータ,オ
ーロラTV,3成 分磁力計の設置.雪 氷観測部門も内陸
積雪及び氷震観測設備の設置が完了し,ル ーチン態勢に
入った,
みずほ冬旅行隊は,燃 料補給及び越冬後の滞在隊員の
健康チェックを 目的として,最 も温度の低い7月30日よ
り8月21日までの期間にみずほを往復した。日照時間も
短かく,気 温は－SO°C以下の日が続き,高 い地吹雪が
吹く中を極めて順調に終了することができた.10月1日
になると,滞在者4名 中3名 の交代と燃料物資補給を目
的とする春旅行隊が昭和基地を出発し.10月10日第2期
滞在隊員との人員交代が終了した.こ の旅行では,冬 旅
行の時の経験から,みずほ基地における超高層観測で最
も大きな問題となった2つ の点の改良が試みられた.1
っは地吹雪による静電気チャージ対策であり.他の1っ
は基地で発生する人工雑音で,前 者にはアンテナ等の雪
中埋設が試みられ,後 者に対しては雪中に埋設したカウ
ユ ー ス
ンターポイズに基地内の全接地回路を集中設置した.こ
の結果,人 工雑音を大巾に除去することに成功し観測デ
ータの改善が成された.春旅行隊は10月19日昭和基地に
帰投した,
第17次隊では第15次隊の経験にもとづき,とっつき岬
付近の氷状を慎重に調査した結果.5月 を過ぎるとクラ
ックの状態が次第に悪化することを発見し,時期をおそ
くし8月3σ日とっつき岬南端の ドリフトを慎重にう回す
るルー トをとって無事D-31の揚陸に成功した.こ れに
よって,11月8日から25日にかけて,み ずほテス ト旅行
隊を,ブ ルドーザーによる大陸旅行の可能性,特に多量
の物資を一気に牽引した場合の実用性について研究する
目的で出発させた.そ の結果,ド ラム缶12本を満載した
樽6台 と居住ヵブース1台 を牽引して調子良 く往復し,
10月,11月のシーズンでは充分実用可能なことを証明す
ることができた.明 けて1月24日第18次隊の滞在隊員と
の引き継 ぎを一切終了した4名 の隊員は,KD60型1台
で帰途につき雪氷観測を行いつつ2月2日.昭 和基地に
帰投した.滞 在期間中の隊員は,い ずれ も健康等に異常
を認めず,極 めて強い相互信頼とチームワー ク に結 ば
れ,和 やかな雰囲気の中で無事滞在生活を送ることがで
きた.
4.海 氷観測部門
海氷観測部門では,秋 の気温降下時を利用して.海 氷
成長の初期過程における海氷内の塩水推移等の諸変化を
研究する目的で,越 冬開始とともに基地,岩 島間の中間
の海氷に5x5mの プーを掘った.作 業は2月24日に開
始し,全員が毎日交代して作業にあたり,厚さ2.1mの
海氷に対してありとあらゆる試行錯誤を重ねて.3月18
日に隊員全員の祝福の中で無事プールが完成した.以 後
の実験は非常な好結果のうちに終了し,そ の後は,ラ ソ
グボブデ,ス カーレン方面に計6回 の調査旅行と基地付
近のオングル海峡上における定点観測等を行い,海氷生
長の進んだ段階での海氷下の海洋構造の調査が順調に行
われた.
5,そ の他の観測部門
携帯用プロトン磁力計による昭和基地及び沿岸露岩地
帯の全磁力の分布測定は,9.10,11.1月の4回 スカ
ルブスネス地域で,11月,12月の2回 ラソグボブデ地域
で調査を行ったほか,オ ングル島と周辺諸島及び2回 の
みずほ旅行において計500点の測定を行った.
医学,生 物部門においては,昭和基地及びその周辺と
みずほ観測拠点におけるヒ トの与える環境汚 染 にっ い
て,室 内,水,周 辺の生息動物の細菌の調査を行った.
また,越冬隊員の運動機能の変化,生 活環境への順能過
程等について研究し,大 きな成果を得た.気 象研究部門
は大気中のエア ロゾル,及 び日射量等の測定を行った.
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6.ソ ビエ トとの交歓
12月10日の早朝,ソ ビエ ト双発機が低空で旋回する爆
音に夢を破られた,こ れはノポラザレフスカや基地から
マラジョージナや基地に向うソビエ ト機で,強 い 東 風
(向い風)の ため燃料が切れ,見 返 り台に不時着したも
のであった.こ の救援のためマラジョージナや基地から
MI-8型 ヘ リコプターが飛来した.これにソ連の第21
次南極観測隊長ジエナデイ ・バルデイZ博士以下9名 が
搭乗し昭和基地を訪問,日 ソ交歓を行った.そ の後,ソ
連の要請に基き,ソ連機飛行の時に昭和基地でもビーコ
ンを発射し.通信ワッチ等のバック・アップをした.12
月末になり,マラジョージナや基地訪問の丁重な招待が
来た.2月13日,ふじの氷海離脱がスムースに行われた
のを機会に全員でマラジョージナや基地を訪問しソ違例
の暖か く深い歓迎を受けて基地の見学を行い,見 聞を深
めるとともに,日 ソ両国の南極事業の発展と親交を深め
ることができた.
7.お わりに
12月30日.第18次隊第1便 到着以降は,連 日プラスの
温度が続き,空輸開始の1月5日 を過ぎると天候が安定
して連 日空輸が続いた.到 着荷物の積下し,運搬作業も
順調に進み,そ の間に引き揚げ物資の送 り出 しを 始め
た.空 輸も最短期間を記録して1月25日第18次隊のすべ
ての荷物は昭和基地に到着し,2月1日 基地の運営を引
き継 ぐと同時に順次引き揚げを開始し,2月12日早朝,
第18次隊のS-310JA-2号機の打ち上げに協力した隊
員の収容を以って最終便 となった,そ の後,順 調な第18
次夏隊の海洋観測を行いながら、3月13日ポー トルイス
入港,22日空路全員異常無 く羽田に帰ることができた,
以上が第17次越冬隊の概要であるがすべての面で.予
期以上の成果を挙げることができたこと.また毎E1,毎
日を楽しい雰囲気の中で過すことが出来るように努力を
して呉れた隊員諸兄に,深 く感謝する次第である.
($者:芳野越夫 第17次越冬隊長,電 気通信大学教授)
一第18次夏隊紀行一
第18次南極地域観測隊夏隊(国 分征副隊長以 ド10名)
は昭和52年4月20[1,147日間の全行程を終え東京港に
帰港した.第18次行動中は,好天に恵まれ,昭 称基地周
辺の氷状も比較的良かったこともあり,夏期オペレーシ
ョンはおおむね順調に経過した.
ふ じは12月29日,流氷群に遭遇し直ちに進入を開始し
たが,氷 量は少 く12月31日には定着求縁に着くことがで
きた.30日には昭和基地から約100マイルの地点より第
1便を飛ばした,第1使 後は天候に恵まれなかったが,
ふ じは砕氷航行を続け,1月6日 には昭和」、9地北方29マ
イルの地点に達し,こ こを拠点として本格的空輸が始ま
った.本格的空輸開始後は稀にみる好天が続き,わずか
1Hの空輸中断があったのみで,1月25日には約500t
の全越冬用物資が基地へ運び込まれた,好 天が続いたた
めか気温も上り,1月 の平均気温は例年にくらべて1.7°
も高 く,1月21日には10°Cという基地開1没以来の高温
を記録した.こ のため氷の拡散融解による氷縁の後退 も
進み,ふ じ周辺において,うね りの進入,氷 山の移動も
みられた.1月20日には氷盤が割れてきたためふ じの移
動を行い,そ れ以後 も安定 した氷盤を求めて数回ふ じは
移動した.
2月12日最終便後直ちにふ じは反転,氷 縁が後退して
いたため数回のチャージングで定着氷を離脱,13日には
マラジョジナや沖に達し.第17・18次観測隊員及びふじ
艦長以下20名がソ連基地を訪問した.ソ 連基地からは第
21次ソ連観測隊長パルディソ氏以下62名がふじを交換訪
問した.そ の後,17日にふ じは氷海を離れ,各 種海洋観
測を実施しつっ帰国の途についた.な お,復 路氷海行動
中,クック岬東方に巨大な氷山をレーダーで確認したが,
これは第17吹越冬期間中に昭和基地西方より流出したZ
氷山ではないかと推定 されている.今期の好天気 ・高温
のため定着氷縁が著しく後退したこと,また,第12次以来
長い間昭和基地西方に居据 っていたZ氷 山などの大きな
氷山が流出したことなどから判断すると,リ ュツォホル
ム湾周辺の氷状は大きく変化しつっある兆しがみらる,
第18次越冬隊は第17次に引き続き国際磁気圏観測計画
(IMS.1976-78)に関連して,超高層物理観測を重
点項 目としている.こ の他,基 地における各種定常観測
は勿論のこと,気象,雪 氷 ・医学 ・地理の研究観測も行
われる.超 高層物理観測 としては,ロ ケット・バルーン
観測.人 工衛星テレメ トリー観測,昭 和基地及びみずほ
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観測拠点での多点観測が第17次より引き続き行 わ れ る
が,新 らたに昭和基地 とみずほの中間点に無人観測点の
設置及びみずほでの通年観測が計画され,夏 期間に,み
ずほ観測要員の交代及び無人観測点設置のための旅行が
行われた.10名からなる旅行隊(18次隊員8名,17次隊
員1名,オ ブザーバー1名)は1月9日 見返 り台(S16)
を出発し,18日には無人観測点Atの 設置を完了し,27
日みずほ拠点に4名 の隊員を残し,2月2日 基地に帰っ
た.雪 氷担当の藤井隊員はみずほでの通年越冬を予定し
てお り,昭和基地生活の経験のない隊員が誕生すること
になる.この間A、 点での機器チェックのための人員輸
送,み ずほから隊員(2名)の ピックアップのためセス
ナ機が大陸に飛んだ.な お,旅 行隊にみずほまで同行し
たオブザーバー鹿野カメラマンは,旅 行隊行動の貴重な
記録を撮影した.
一方,夏期の大きなオペレーションの一つであるロケ
ットS-310JA-2号機の 打ち上げは1月 下旬から引
き継 ぎをかねて地上施設の整備に入 り,2月7日 には全
ての準備を終え,2日 間の状況待ちの後2月10日03時23
分打ち上げに成功した.こ のロケットは第17次隊が1号
機の試射に成功しオーロラ観測にその威力を発揮すると
期待されているもので,約220㎞まで高度の観測可能な
性能を有するものである.ロ ケットには,オ ーロラの原
因となる荷電粒子の測定などを目的 とした7種 の計測器
が積まれていた:t発射後ロケットは正常に飛翔し,最高
高度212㎞昭和基地北西246㎞の地点に落下するまで7分
20秒の間貴重なデータを取得でき.第18次ロケットオペ
レーションの幸先の良いいスター トとなった.
この他基地における新電離棟の建設,新 型雪上車SM
-50の組立等の機械関係諸作業も天候に恵まれ順調に行
われた.ま た,昭和基地周辺における野外調査及び航空
機による観測もほぼ予定通 り実施し得た,
野外調査は,昭和基地周辺及び点在露岩地域の地質学
的 ・岩石学的及び地球化学的研究とオメガ岬での基準点
測量を目的 として行われ,オメガ岬調査を皮切 りに.東西
ナソグル島,ス カルブスネス,ラ ングボブデ,ス カーレ
ンの調査が行われ,実 働調査日数は28日間であった.な
お,ベ ルギーからの交換科学者,ス タニスラ ・スワーテ
ル博士(ベ ルギー王立自然科学研究所,地 質学者)は,
野外調査の大半に参加した,航 空機による観測としては
白癩氷河 ・やまと山脈の写真撮影,気 象観測及び記録映
画撮影が計画されていたが,好 天と反比例して悪化する
氷上滑走路になやまされつつも,大半の予定を消化し得
た.飛 行回数は14回,全飛行時間37時間55分,この飛行
時間は奇しくも第1次観測のものと同じであった.第18
次隊には前記2名 のオブザー・1一の他,ふ じの性能等の
調査のため,佐 藤守氏(日 本鋼管)及 び矢吹捷一氏(三
井造船)が オブザーバーとして同行した.両 氏はふじの
砕氷能力,空 輸作業状況等の調査を精力的に行 うと同時
に,野外調査のサポート等,夏期オペレーションへの積
極的協力をおしまなかった.ま た,将来の輸送手段の一
つとして期待されているホーバークラフ トの海氷走行テ
ス トは,矢 吹氏を中心 として行われ,貴 重な試走資料を
得 ることができた.
(筆者:国 分 征 第18次副隊長,東京大学理学部助教授)
国 際 会 議 報 告
一南極開発国際シ ンポジウムー
標題のシンポジウムが,南 米チリーのプンタ ・アレナ
スで,昭 和52年4月12日から14日まで開催された.こ の
シンポジウムは,チ リー大学国際問題研究所長フランシ
スコ ・オレゴ氏と,パ タゴニア研究所長マテオ ・マルチ
ニック氏がコンビーナーとなって開かれたもので,南 極
研究のシニアーサイエンティス トとして,イ ギ リスのロ
バーツ博士,オ ーストラリアのロー博士,ノ ルウェーの
イエールスビック博士,そ れに我が国から永田所長の4
名がチリー政府から招待された.ま た,南 極あるいは極
地の研究に関係の深い研究所や大学に,参加の要請が行
われ在チリーの在外公館関係者も招請を受けた,
プンタ・アレナスはマゼラン海峡に面した美しい港町
で,人 口は周辺を広く含めると10万位に達するらしい.
氷期の氷河堆積物らしいものや,よ く発達した海岸段丘
の上には草地が広がっている.こ こは自由港で外国製品
が安 く,チ リーの他の場所へ持込むためには税金がいる
ようで,筆 者のニコンには空港で証紙が貼られた.も っ
とも最近チリーでは,外 貨を自由化して自由港としての
メリットはほとんどなくなったらしい.こ の町の 「ホー
ン岬」という名のホテルでシンポジウムは開かれた.
シンポジウムは,1)南 極開発の回顧と展望,2)南
極開発の基礎 としての科学研究の進展,3)南 極の生物
資源の開発.4)南 極開発における鉱物と炭 化 水 素,
5)南極開発の要因としての輸送と観光,6)南 極開発
と環境,7)南 極開発のための国際協力,の7つ のセ ッ
ションに分けて行われた.こ のほかに水資源についての
セ ッシ ョンがあったが,発 表者が1人 でこの人が急病に
なったため取 り止めとなった.
招待講演では.ロ ー博士が南極の開発の可能性にっい
て多方面から言及し.イエルスビック博士は.SCAR
の南極の自然保護についての活動について述べた.後 者
はSCARの 公式報告を聞いているようでTい ささかど
うもという感 じであった.ロ バーツ博士は.南 極条約と
開発の問題を取 り上げて,避 けることのできない課題に
ついて英 ・米の立場から,いかなる体制をとるべきかを
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論 じた.永 田所長は,南 極における科学観測のすべての
分野に亘るレビューを試みた,か なりの時間をかけて用
意した大部分の論文の主要点をかいっまんで話すという
時間的余裕しかなかったが,若 い女性同時通訳者の見事
な通訳(永 田所長によれば,科 学的技術用語とくに物理
や地学など完壁に近い)も あって,多 くの興味をよんだ
ようである.こ とに後述のように.外 交官など専門家で
ない人達もかなり参加していたので,こ の点でも適切で
あった.
その他の講演は,ニ ュージーランドのように外交官以
外に出席できなかったため代読となったものを含めて20
あったが,う ちチリーが13を占めた.細 か くふれる余裕
はないがチリーの研究者は.南 極探検の歴史やチリーと
南極の地理的関連性,生 物資源開発の歴史と現況,鉱 物
資源と地質構造.輸 送や観光開発,環境問題,'南極の政
治的法律的課題など広範囲の問題を論 じた.チ リーの南
極に対する関心の大きさや,南 極の自然の保全などにつ
いて関心を抱き発言することの正当性の主張が大きい比
重をもっていたとも云えそうである.
前述のように,参加者13か国約60名のうち,各 国の外
交官がそれぞれの国の科学者とともに,あ るいはそれに
代って何人かを占めているのが目立った.オ ース トラリ
ア大使や西独代理大使の姿がみえ,カ ナダの外交官 も加
わっていた.南 極の政治一法律問題を論じたのも,駐 日
チリー大使を務めたことのあるピノチ ニット氏 で あ っ
た.このことが,広 範な話題とともに今回のシンポジウ
ムを特徴づけている。
なお,シンポジウムの名称である'cAntarctic　Develop・
rnent"_"Desarrollo　de　la　Antartica"を't南極の開
発"と 訳してきたが.　developmentにはいうまでもな
く く`発達"と か発展という訳語もある.　t`exploitatien"
もまた 畿'開発"と 訳され,日 本語では区別は難しいがあ
えて"開発"とした.自然が主人公の南極では,develop-
ment　ということが,我 々が働 きかけることによるも
のを意味する以上は,開 発であると考えたからである,
しかし,南極のdevelopmentということは.ど ういう
内容をもっべきなのか改めて考えておきたいと感 じたこ
ともっけ加えたい.
シンポジウム終了後の4月14日夜遅 く,我々は南極半
島への航海にも従事するチリー海軍の輸送船アキレス号
に乗船 し,南緯56度のホーン岬を回る3日 間の見学の旅
に出た.こ れには前記外交官諸氏 も加わった.我が山下
大使も参加 され,静かなフィヨルドに躍 り上って泳 ぐオ
ットセイや,海岸まで流れ下る氷河,怒 濤に洗われるホ
ーン岬の光景を楽しみ,両側にモレーンの丘の連なるビ
ーグル海峡に,ダーウィンの往時を偲んだ.
(筆者:吉 田栄夫 国立極地研究所教授)
南極観測r今 昔物語」
シ リーズその3"地 学"
吉 田 栄 夫
"地学"と いう語で示される学問分野は広い範囲にわ
たっている.考え方や使 う立場によっても範囲のとり方
は違っていて,地 学教室イコール地質鉱物学教室 という
こともあれば,　School　fEarth　Sciencesとして,地質
学 ・地形学 ・土壌学 ・水文学を一つの集まりとして,新
しい研究 ・教育上のユニットにすると張切る方もいる.
こうした諸大学や,我 が極地研をも含めた研究所などの
研究体制は別として,南 極観測では,地質 ・地理 ・雪氷
あるいは地震 というように区分された部門が"地学"と
呼ばれてきた.筆 者の担当部門はある年には"地 理"で
あ り,他の年には"地学 ・犬"で あった.学問的には地
球化学も当然その一部であるし,再開後,定 常観測 と位
置づけられて研究観測 とはそのや り方で多少ニュアンス
が違う測地も,あるいは海洋の少なくとも一部も地学に
含まれる.ヒ`地学"として一括 されることの中には,こ の
地域の地表や地下深くの諸現象を,統 一的に理解するこ
とへ到達するための,学際的な研究協力の期待がこめら
れている.もちろんこのためには,そ れぞれの分野の独
自の方法と目的を生かさねばならない.しかし,こ うし
た理想の実現は,云 うは易いことではあるが,行 うのは
決して容易でなく,私達地学担当者の悩みは尽きない.
このようなわけで,地学研究の今昔を,すべての事情
がわかっているわけではない筆者が書けるか否か疑問で
はあるが,こ こではあまり難しいことは考えず,ま ず昔
に力点を置き,エ ピソード的なことを中心に,思 いつ く
ままにあれこれを綴ってみたい.洩れた点などまた改め
て,補遺の機会を得 させて頂きたいと考えていいる.
20年間の"地学"の 流れ
これまでに,地学関係者 として参加した方々の リス ト
と,担当,仕事の内容をざっとみることによって,地 学
のおおよその流れを知ることができる.
まず大きくは,第1次 ～第9次 に至る間の,広域的な
概査を主な目的 とした調査の時代と,第10次以降の精査
を目指した時期 とに分けられる.も ちろん個々には前の
時代にも細かい目的の精査があ り,後にも広域的概査は
ある.ま た,これに重なって,宗谷時代とふじ時代で,
主として調査の足とい う点で,か な りの違いがある.ま
たこれは,定 常観測と研究観測という方法上の区分が確
立した点でも,大 きな区分といえよう.
個々の部門について少し眺めてみると,宗谷時代の測
地担当隊員が多いのが目立つ.ま ずすべての観測のベー
スとしての地図つ くりが重視されたことが表われている
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のであろう.しかし測地関係者の越冬は,ふ じ時代にな
って定常観測の定着とともに始まっている.雪 氷学者は
第3次 までは海洋部門に加わり,主 として海氷調査に従
事したが,第10次で開始されたエンダピー計画以降,多
くを数えるようになった.地 質や地理はこれまで多くの
場合1名 ずっで,時間的な同時性に制約されず,少しずつ
の積み重ねがきくことがわかる.地球化学が越冬に加わ
ったのは,第13次から(越冬隊長を除いて)であるが.そ
れまでは海洋部門としてしばしば夏隊に参加している.
地学の大きな特徴は,超 高層におけるロケット観測の
ような,飛躍的な観測方法の発展がな く,氷状や天候 と
いった自然条件に左右 されることの大きいこ とで あ ろ
う.それでもヘ リの運用,大 型雪上車の開発,航 空機利
用 という機動力の面で,ま た,プ ロジェク トの目的に応
じたオペ レーションの改善という点で,徐 々なる発展が
あ り.光波測距儀,電 波氷厚計,氷上音測機など観測機
器の利用の上でまた,人工衛星写真の判読などでも昔と
今では異ってきた.こ れからの地学は,や れば成果があ
がるとわかっていることを,ど うやって実行に移せるか
にかかっているようである.
宗谷時代
極地科学が地域科学 としての性格が強い以上,そ の土
地に関する各種の情報が重要であるのはいうまでもない
が,こ とにそこは,こ れまで人類が直接調べたことのな
い土地で,空 力海 撮影 したわずかの斜写真と,それに基
づ く25万分の1の地図しかないのであるから,地形や地
質,地 図といった基礎的な情報を得ることが,日本隊に
とってまず必要であった,予備観 とよばれる第1次 観測
では,沿岸の多くの垂直及び斜航空写真が撮影されると
ともに,基地 と決った東オングル島での天測や基準点測
量,平 板測量による大縮尺地形図の作成など】が行 わ れ
た.担 当隊員がくい打ちの印部の勇名を馳せたのもこの
頃である.ノ ルウェーの地図上の東オングル島が,緯 度
で2分 半,経 度で10分ほどずれており,オングル島は東
西2つ に分れるなどのことがわかった.わ ずか15日間の
慌だしい輸送と建設の中で,東 ・西オングル島やラング
ホブデなどの露岩地帯の調査が,ベ ル型ヘリをも駆使 し
て行われた,こ の際たとえば地形学上間題となる点のほ
とんどが指摘されて,こ の調査は後の調査のガイ ドライ
ンを与えるものとなった.内 地へ送られてきた電送写真
をみて,い まはなき久野久先生が,「 オングル島に立派
な摺出構造がみえるのに,立見(地 質担当)さ ん達から
まだ何にも云って来ない」とやきもきされていたのも,
懐しく想い起される.
第1次越冬隊はわずか11名であったけれども,その中
には2名 の地質学者が含まれ,ロ クな地図もない中でオ
ソグル諸島からスカーレンまでの主要な露岩の地質概査
ニ ュ ー ス
が実施された.当時まだ信頼性が充分でなかった雪上車
を,だ ましだまし使いながら進められたこの調査は,概
査とはいえ南極でそれまで行われた地質調査に比べて精
度は高いものである.
第1次越冬隊は,ま た,犬極を駆って リュツォホルム
湾頭奥の大陸氷上にポツンと頭を出す典型的なヌナタク
であるポツンヌーテンに登頂し,また,北東のプリンスオ
ラフ海岸をったって,未知であった海岸線をあけぼの岩
まで125㎞にわたって地図化した.筆者は第16次観測に
際してセスナでポツンヌーテンを訪れたが,1時 間足ら
ずのうちに上空に達し,まさに今昔の感に堪えなかった.
第1次観mUby夏期得られた資料で,早速東オングル島
の5千 分の1地 形図と,リ ュツォホルム湾東岸の二葉の
10万分の1仮 製版図がつくられた.そ の後第6次観測ま
でこの10万分の1図 は,唯 一の比較的精度の高い広域図
としてよく使用された.今 までこの種のものは便利なの
で,改 訂して再刊行してほしいものである.
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第2次 観測は,よ く知られているように宗谷が氷に閉
じ込められていわゆるピセットの状態にな り.40日間に
ものぼる漂流を余儀なくされた時で,つ いに越冬を断念
することになり,船からの観測以外は不可能であった.
ビセット中わずかに船尾に氷の隙間ができた 時 を 狙 っ
て,採泥が行われたり,氷上での重力測定やポーリング
による海氷調査,ト ランシットによる微かな うね りの観
測,比 較的動かないとみられる氷山に対する胎位測定に
よる漂流観測などが試みられた.このときとれた海底堆
積物を利用して,昔 の海岸線が深い海にあるのではない
かという推定がなされた り,ほとんど有孔虫だけからな
る砂の年代が5000年前と決定 されたりしている.
救援のパートンアイランド号に追尾して氷海に再突入
し,昭和基地から130㎞離れた地点から雪上車輸送が試
みられかけたとき,そ こが定着氷か流氷帯かという議論
も討わされたが,こ れはまだ決着がついていない.も ち
ろん当時のビーバー機昭和号の偵察では,基 地の方向に
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向けて37㎞ほどは凸凹のひどい密群氷ということである
ので,定 着氷のへ りに近い流氷帯にあったこことは明ら
かであるが,氷 の運動その他で定着氷と同じに扱えるか
ということである.航空機のほか人工衛星写真なども利
用できる現在,早 くこうした観点を含め毎年の氷状図を
描けるようにしなけれぽなるまい.
第3次観測隊からはじめて物資輸送にヘ リコプターが
使用 されるようになった,しかし空輸物資は約50tで物
量ではもっとも厳しい越冬であった,しかし,こ の空輸
終了後,昭 和号はオラフ沿岸を飛んで撮影コースをのば
し.この結果をもとに,オ ラフ沿岸の10万分の1仮 製版
図ができ.ヒった.
一方越冬隊は,大陸氷床上を初めて雪上車で踏査し,
昭和基地南東350㎞の地点まで,人工地震探査を行って
氷の厚 さを測定した,オ ース ト.ラリァの仮製版100万分
の1図 に描かれた(ANARE,1956)と記入のある山
並らしきものは,幻 のものであることも判明した.こ の
ほか海氷調査や海底地形調査などで,か な り広くリュツ
ォホルム湾内を訪れた,小 さい大橋を使って.リ ュツォ
ホルム湾頭に注 ぐ白瀬氷河のふちまで足をのばした中村
・平山両隊員のルートマップのある手記は,次の第4次
観測隊にとって貴重な資料となった,
第4次 観測隊は,幸 いソ連のオ ビ号が,昭 和基地を ミ
ールヌイーラザレフ両基地間の飛行機の中継基地として
使 うため,燃 料を送っておきたいとい うことで,最 初の
氷海進入のとき,オ ビ号と氷海中で会合してその後を追
う形で,昭 和基地に近づ くことができた.3回 の氷海進
入一空輸と,2回の片道雪上車輸送で,154tにのぼる物
資が輸送され,実 質は第1次 観測のときの輸送量を上ま
わ り.このため地質 ・雪氷 ・地理の3人 の地学担当者に
とって,雪 上車旅行に余裕がある恵まれた越冬となった
しかし,春の大旅行をひかえて福島隊員遭難の悲劇がひ
き起 され,調 査計画が一部変更されることとなった.
夏の調査では,大 型ヘ リも利用され,と くに基準点測
量にカが注がれた.3名 の測地隊員によって.は じめて
テルロメーターが測距に使用 され,オ ングル諸島や対岸
大陸,ラ ソグボブデに基準点が設けられ,ま た,パ ッダ
島にも天測点や基準点が置かれた.
越冬観測 としては,地質や地形調査のほか,初 めて雪
氷学者が加わったので,本 格的な海氷調査や雪の観測が
加えられた.地質担当の木崎隊員は,専 門の地質のほか
氷河氷の結晶の光学的解析を試みた.4月 から5月初頭
にかけて行った白瀬氷河縁辺までの調査は,後 にやまと
山脈と名付けられた,1937年に遠望されたという山脈へ
のルー ト偵察をも兼ねるものだったがパックリロをあけ
た海氷のクラックや,氷河のふちのクレバスなどに脅か
され続け,こ のルー トは断念することになった.雪 上車
ユ ー ス
の性能に対する疑点がまだ残っていたのと,偵察用に大
概が使用 されたが,こ の旅行で雪上車の利用に目途がつ
き,犬橘はこれ以後使用されなくなった.9月 に氷河流
速測定用の標識の再測に再び訪れたときは.4月 に比べ
てあっけないほど容易に到達できた.も ちろん季節が違
っていて海氷の危険性は著しく減少していたが,ル ー ト
のわかっているところの,そ してい くつかの経験を踏ん
だあとでの,調査旅行の能率の違いが身に沁みて感 じら
れた.
第4次 の地学観測の中心はやまと山脈調査であった.
やまと山脈をふ くむルート上での人工地震氷厚測定,山
地での地質 ・地形調査が行われた.筆 者は"山 にゆ くま
でナビゲーター,山に着いたら眺き屋で,プリ休みにや計
算忙がしく"と唄われるような立場で,や まと山脈に近
づ くとき,も うみえてもよい筈だがと皆にせっつかれる
始末,山 地では初めてみる内陸の岩肌や構造土に心を躍
らせつつ,地 図つ くりと地形調査の間で短い時間をどう
利用するかに悩んだ.地 図はもちろん空中写真もないこ
こでは,結 局スケッチマップの作成に重点を置かざるを
得なかったが,テ ントに戻ってフィール ドノー トの上に
少しずつ山を図化して行くこともまた,大 変楽しいこと
であった.昭 和35年11月に起きた大きな磁気嵐のため,
何日間も受信機はウンともスンともいわず,時 報が とれ
ずっいに山地北部での天測は不調に終ったが,南部では
何とか済ますことができほっとしたのを覚えている.遠
く南西方や西方に,小 さなヌナタクがあるのを眺めつつ
許されればもう一度訪れてこれらの山々をなぜてみたい
と思ったことである.現在このやまと山脈東側からヌナ
タクへかけての青氷地帯はやまと陽石の産地として世界
的に有名となり,多くの人達の活躍するところとなった.
永田所長は空からこの青氷地帯に立たれたし,や まと山
脈からは大規模なス トレイングリッドが,東 へと延び,
この辺の大陸氷の運動に貴重な資料を与えつつあって,
数年後には再び新たな研究の場 となろうとしている.
ジ票
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自瀬 氷河 に流速測定 の旗 を立 てる
第5次 観 測 隊 は,内 陸 調 査 旅 行 ル ー トを 一気 に75°S
へ と延 ば した.こ れ は,来 るべ き極 点 旅 行 へ の足 固 め と
して 重 要 な 意義 を も った.ま た,初 め て ウ ォル ドン 重力
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計を用いて,内 陸氷床上で重力測定が試みられた.リ ュ
ツォホルム湾奥を横切って,リ ーセルラルセン半島上陸
の調査旅行でも,海底地形とともに重力測定がなされて
いる,残念ながら,当時内陸では他の方法による氷厚測
定が不調であったため,こ の重力測定値は充分生かされ
ていないが,こ のようなことが可能になりつつあり,ま
た,地 殻にっいての情報もふえようとしているので,こ
の重力値は大切なものとなるであろう.内陸旅行の帰途
やまと山脈では,平 板測量による中縮尺の地形図がつ く
られた.こ の際こわれた雪上車の交換用部品がソ連機で
空輸され,国 際協力の有難さを経験することとなった.
第5次 の夏,氷 状の良さにも助けられ,空 輸は極めて
順調で,ヘ リ運用の余裕が大きくリュツォホルム湾沿岸
の偵察 ・目視観測,あ るいはオラフ海岸の測量 ・予備調
査にヘ リが活躍した.こ とに後者は一つは地図つ くりの
ためであるが,も う一つ,昭和基地への船による接近が
しばしば難航するので,も う少し近づき易いところに第
2の基地をつくってはということがあり.この候補地探
しを念頭に置いてのことだったのである.併せてそれま
で不明であったあけぼの岩以東の海岸線を偵察し,機上
からスケッチマップを描いた.こ れは直ちに海図に印刷
されることになった.こ のときはまた,エ ンダピーラン
ドの棚氷へ接岸することを試みた り,ホワイ ト島付近で
やはり調査していたオビ号(多分マラジョージナや基地
の位置の選定が太き.な仕事だったのであろう)の真上を
飛んだりした.このとき,大 きな露岩や山のあるエンダ
ビーラソドへ,夏 の間地形や地質を調べる隊を置いても
らい,帰 りにピックアップしてもらえたらなと話し合っ
たが,そ れに近いオペレーションは,17年後の第19次観
測でようや く実現しようとしている.
新南岩に残した天測点の対空標識がかすかに第6次 観
測で写した航空写真に写っていることを発見 し た こ と
や,第8次 越冬中マラジョージナヤからの帰り,新南岩
を訪れて対空標識がペンキの跡 も生々しく残っているの
を懐しく眺めたことなど昨日のことのように思われる.
第6次 観測隊は,中 断のための戸締 りが大きな仕事で
あったが.夏 期観測として航空写真の38°E～45°Eの完
成,基 準点測量,それに振子による重力測定一重力基準
点の設置,そ れに付随 して行われた地球化学,地 形等の
調査などが地学関係の仕事として実施された.こ のとき
撮影された写真は,後 の25万分の1地 形図,2万5千 分
の1地 形図の作成と,地形 ・地質の研究のための写真判
読に極めて役立っていて,現 在でも基本的資料の一つと
なっている.
以上,宗 谷時代の話で紙数が予定を越えてしまった.
再開後は別に扱わせて頂くことにして,一旦欄筆したい.
(筆者:国 立極地研究所教授)
第18次隊 月例報告
〈52年3月 ・4月 〉
3月中旬以降,悪 天が続き特に20日から24日のブリザ
ー ド中に3月 としては.昭和基地開設以来の月最大瞬間
風速43.6rn/secを記録した.と っつき岬ルー トの海氷
が悪化し延期されていた第2回 内陸旅行は4月 に入り海
氷状況が良くなり16日,昭和基地を出発し無人観測点を
経て,30目みずほ観測拠点に到着した.
観 測 報 告
人 工 衛 星 テ レ メ ト リー:3月IS[S1,2号 計17軌
道(サ ウ ン ダ ー9,VLF,5欠 測3),NOAA4.
5号 計33軌道,4月ISIS1,　 2号 計16軌道(サ ウ ン
ダー,VLF8,欠 測1),NOAA4,5号 計33軌道.
ロ ケ ッ ト:3月27日06時55分30秒(LT),ロ ケ ッ ト
S-210JA28号 機 を打 ち上 げ151秒 に 最 高到 達 高 度
106.4㎞に 達 した.4月11日,08時00分20秒(LT),ロ
ケ ッ トS-210JA26号機 を打 ち 上 げ155秒に 最 高到 達 高
度105.1㎞に達 し飛 翔.観 測 共 に 成 功 で あ った.
み ず ほ観 測 拠 点:3月1日,極 光 用TV及 び 目視 ナ 一
口 ラ観 測 を開 始 した.
無 人 観 測 点:調 査 旅 行 隊5名 は,4月16日,無 人 観 測
点A、 の点 検,み ず ほ 観 測 拠 点 の 物 資 補 給.人 員交 代 及
び無 人 観 測 点As建 設の ため 昭 和 基 地 を 出発,と っっ き
岬 を経 由 して 見 返 り台 到 着,こ こで 旅 行 準 備 を 行 った.
20日,KC20雪 上 車26号,KC40雪 上 車28号,KD60雪
上 車7,9号,楓8台(物 資18.7t)で見返 り台 を 出発
し.4月23日 に無 人 観測 点A、 に到 着 し た とこ ろ観 測 小
屋 の崩 壊 を 発 見 した.原 因 は.2月15日頃,電 池 か ら発 生
した 水 素 ガス の 爆 発 と推 定 され る.な お,1部 の 計器 は
使 用 可 能 の 見 込 み で あ る,旅 行隊 は 事後 処理 の後.A、
点 を出 発 し30日,17時20分み ず ほ観 測 拠 点 に到 着 した.
A、点 の観 測 小 屋再 建 に は無 人 観 測 点A8の 器 材 を 用 い る
こ と とし,昭 和 基 地 とみ ず ほ 観 測拠 点 旅 行 隊 で 具 体 案 を
検 討中 で あ る,
設営報告
燃料消費内訳 単位旦
区 分
3 月 4 月
消費量 残 量 消費量 残 量
普 通軽 油
灯 油
13,290
2,812
333,805
78,303
14,825318,980
s・978172・325
隊員健康状態は良好で,そ の他,昭和基地,み ずほ観測
拠点の観測設営ともに順調に経過している.
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　Monthly　Climatologlcal　Data)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　 temp,)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve})　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(皿/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　men)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nu皿ber　 of　clear　days)
3月(Mar.)4月(Apr.)
-6.1-11.3
一1.3(3/14)
一13.8(3/2)
985.3
3,0
73
9.6
一4.0(4/1)
一21.3k4/23)
989.8
1.8
65
7.2
34.4(3/21,NNE)28.2(4/27,NNE)
43.6(3/21,NNE)34.7(4/27.NNE)
7.8
4
6.5
6
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ナ ニックス川か らバ ンダ湖への流量
観 測のために作 られた ダム(
ロス 島 か らマ クマ ー ド入江 を 隔 て た 南極 大 陸 側 に ドラ
イ バ レー(乾 い た 谷)と 呼 ば れ る4COOkm2の無 ㍗ 地 帯 が
あ る.西 側 の 南 極横 断 山 脈 か ら東 に 向い,北 か ら ピ ク ト
ミ リア 谷,ラ イ ト谷,テ イ ラー 谷 と大 ぎな 谷 が 並 ん で い
る.谷 の底 の 標 高 は0～500m,周 辺 の 山 々 は1500～2500
mで'ある.ラ イ ト谷 や ビ ク トリア 谷 の 下 流 は,ウ ィ ル ソ
ン山 麓 氷 河 に よ り塞 が れ て い る.周 囲 の 山 々 に は 山 岳 氷
～∨ ～.－AΨ
河 が あ り,ド ライ バ レー の 谷 々 に流 れ 落 ち て い る.こ れ
ら山 岳 氷 河 の末 端 は 水爆 や 氷 舌 を 形 成 し て い るが,谷 の
面壁 の 中 腹 で 消 え て しま う.谷 の 中 は それ だ け 乾燥 して
い る の だ.`
この 谷 を歩 い て い る と,時 々あ ざ ら しの ミイ ラに ぶ っ
か る.海 岸 か ら数t'キロ メー トル も入 っ た所 まで,ど う
して や っ て きた の で あ ろ うか.諸 説 は あ るが まだ定 説 は
ない よ うで あ る.⊆
ドライ バ レー の 中心 は ラ イ ト谷 の バ ン ダ湖 で あ る.こ
の 湖 畔 に は ニ ュー ジ ー ラ ン ドが バ ン ダ基 地 を連 殺 し てあ
り,文 字通 りの オ ア シ ス の役 目をは た して い る.ラ イ ト
谷 に は 夏 の間 下流 の ウィ ル ソ ン山 麓 氷 河 か ら上 流 の バ ン 〉
ダ湖 に流 れ 込 む 大 きな 川 が で き る,オ ニ ックス川 と呼 ば
れ る こ の川e±」・'ti辺の氷 河 の 融 水easめ ・ バ ン 燗1を 齢{
して い る.12月..ドliJから1月 初 旬に か け て は111数.トト
ンの 水 が バ ン ダ湖 に 流 れ 込む,ラ イ イ ト谷 も この時 ばか
》
りは ドライバレーでなくなる.
パンダ湖の西側,約IOkmの所にドンファン池がある.t
塩分が濃縮 された水で,池の水にぬれた靴はまたた く間
に白い結晶が生ずる.こ こで日本隊が発見した新鉱物が
南極石である.
南極大陸の中に何故このような無雪1世帯ができたのか
は,十 分に解明されていない,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '　 vA
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